
市政レーダー
　

篠
山
市
で
は
、「
１
人
ひ
と
り
が
光
り
輝

き
、
生
き
が
い
を
め
ざ
す
」を
教
育
基
本

方
針
に
、
子
ど
も
た
ち
が「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」を
兼
ね
備
え

た「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
新
し
い
知
識
や
情
報
、

技
術
が
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
重
要

性
を
増
し
て
い
ま
す
。「
生
き
る
力
」と
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
１
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
も
必
要
な
力
で
す
。

　
「
篠
山
市
学
習
・
生
活
実
態
調
査
」は
、

基
本
的
な
学
力
と
生
活
習
慣
の
定
着
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
16
年
度
か
ら
市

内
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象

に
行
っ
て
お
り
、「
教
科
に
関
す
る
調
査
」

と「
意
識
に
関
す
る
調
査
」か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
篠
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
各
学
校
が
課
題
を

検
証
し
て
、
指
導
内
容
や
方
法
の
改
善
・

工
夫
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
文
部
科
学
省
が
教
育

の
改
善
を
進
め
る
た
め
、
小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
２
つ
の
調
査
結
果
の
主
な
傾
向
を
掲

載
し
ま
す
。
こ
の
結
果
を
参
考
に
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の「
生
き
る
力
」を
育
み
ま
し
ょ
う
。

教
科
に
関
す
る
調
査

　

学
習
指
導
要
領
を
参
考
に
目
標
値
を
設

定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
し
た
子
ど
も
が

何
㌫
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。

国
語（
篠
山
市
学
習
・
生
活
実
態
調
査
）

　

小
学
５
年
生
・
中
学
２
年
生
と
も
ほ
ぼ

全
国
平
均
と
同
程
度
で
す
。

（
優
れ
て
い
る
力
）

小
学
５
年
生　

○
話
の
中
心
や
内
容
を
聞

き
取
る
力　

○
文
章
の
内
容
を
理
解
し
、

書
く
力　

○
漢
字
を
読
む
力

中
学
２
年
生　

○
漢
字
を
読
む
力　

○
話

の
主
題
を
聞
き
取
る
力　

○
文
節
の
区
別

や
文
の
成
分
な
ど
の
知
識

（
努
力
が
必
要
な
力
）

小
学
５
年
生　

○
漢
字
の
部
首
や
漢
字
辞

典
の
使
い
方　

○
文
章
を
踏
ま
え
、
自
分

の
意
見
を
書
く
力　

○
指
示
さ
れ
た
言
葉

を
使
い
文
を
書
く
力

中
学
２
年
生　

○
文
章
を
踏
ま
え
、
自
分

の
意
見
を
書
く
力　

○
漢
字
を
書
く
力
や

成
り
立
ち
の
理
解　

○
登
場
人
物
の
心
情

を
把
握
し
、
書
く
力

国
語（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
）

　

正
答
率
は
、
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年

生
と
も
ほ
ぼ
全
国
平
均
と
同
程
度
で
す
。

（
優
れ
て
い
る
力
）

小
学
６
年
生　

○
目
的
に
応
じ
て
文
章
を

書
き
換
え
る
力　

○
漢
字
の
読
み
書
き

中
学
３
年
生　

○
話
す
内
容
に
応
じ
て
、

適
切
な
資
料
を
提
示
す
る
力

（
努
力
が
必
要
な
力
）

小
学
６
年
生　

○
登
場
人
物
の
心
情
を
正

確
に
と
ら
え
る
力　

○
聞
き
手
に
分
か
り

や
す
い
話
し
方

中
学
３
年
生　

○
作
品
の
特
色
を
踏
ま

え
、
自
分
の
考
え
を
書
く
力　

○
作
品
の

展
開
や
心
情
の
変
化
に
着
目
し
て
読
む
力

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

本
や
新
聞
を
読
む
習
慣
を
確
立
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
章
に
親
し
む
と
と
も
に
、
自

分
の
考
え
を
整
理
し
、
分
か
り
や
す
く
書

き
、
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

算
数・数
学（
篠
山
市
学
習・生
活
実
態
調
査
）

　

小
学
５
年
生
で
は
全
国
平
均
よ
り
低

く
、
中
学
２
年
生
で
は
全
国
平
均
と
同
程

度
で
す
。

（
優
れ
て
い
る
力
）

小
学
５
年
生　

○
分
数
を
構
成
す
る
力　

○
円
を
作
図
す
る
力

中
学
２
年
生　

○
正
の
数
、
負
の
数
の
計

算
を
す
る
力　

○
数
量
の
基
礎
的
な
理
解

（
努
力
が
必
要
な
力
）

小
学
５
年
生　

○
表
か
ら
必
要
な
事
柄
を

読
み
取
り
、
式
に
ま
と
め
る
力　

○
図
形

の
性
質
を
利
用
し
、
問
題
を
解
く
力

中
学
２
年
生　

○
比
例
や
反
比
例
な
ど
の

数
量
関
係
を
理
解
し
、
式
に
ま
と
め
る
力

○
立
体
図
形
を
理
解
し
、
問
題
を
解
く
力

算
数
・
数
学（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
）

　

正
答
率
は
、
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年

生
と
も
ほ
ぼ
全
国
平
均
と
同
程
度
で
す
。

（
優
れ
て
い
る
力
）

小
学
６
年
生　

○
分
数
の
足
し
算
、
引
き

算
を
理
解
す
る
力

中
学
３
年
生　

○
比
例
や
反
比
例
な
ど
の

数
量
関
係
を
理
解
す
る
力

（
努
力
が
必
要
な
力
）

小
学
６
年
生　

○
足
し
算
と
引
き
算
が
混

合
し
た
式
を
計
算
す
る
力　

○
図
形
の
基

礎
的
な
理
解

中
学
３
年
生　

○
図
形
の
特
徴
を
理
解

し
、
問
題
を
解
く
力　

○
文
字
式
の
意
味

を
具
体
的
な
事
象
の
中
で
読
み
取
る
力

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

言
葉
や
数
式
、
図
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
を

使
っ
て
考
え
た
り
、
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
身
に
付

け
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
生
活
や
学

習
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

英
語（
篠
山
市
学
習
・
生
活
実
態
調
査
）

　

や
や
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
優
れ
て
い
る
力
）

中
学
２
年
生　

○
英
文
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の

力　

○
英
文
の
内
容
を
理
解
す
る
力

（
努
力
が
必
要
な
力
）

中
学
２
年
生　

○
英
語
を
使
っ
て
表
現
す

る
力

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

単
語
を
正
し
く
書
く
習
慣
を
付
け
、
基

本
的
な
例
文
や
慣
用
表
現
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

意
識
に
関
す
る
調
査

家
庭
で
の
時
間
の
使
い
方（
篠
山
市
学
習
・

生
活
実
態
調
査
）

　

家
庭
で
の
学
習
時
間
は
、
平
成
18
年
度

よ
り
増
え
て
お
り
、
全
国
平
均
と
比
べ
て

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
宿
題
に
は
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
自
ら
進
ん
で
行
う
学

習
は
、
や
や
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

中
学
生
に
な
る
と
、
本
や
新
聞
を
読
む
子

ど
も
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
視
聴
時
間
も
、
全
国

平
均
よ
り
多
い
状
況
で
す
。
自
ら
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
は
、「
確
か
な
学
力
」を
身

に
付
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
意
欲
を
大
切
に
し
、
質
的
な
面

の
充
実
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、テ
レ
ビ
な
ど
の
視
聴
時
間
が
、

長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

家
庭
・
地
域
と
の
か
か
わ
り（
篠
山
市
学

習
・
生
活
実
態
調
査
）

　

新
聞
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
家
族
と

話
す
こ
と
は
、全
国
平
均
と
比
べ
て
高
く
、

家
庭
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十

分
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た

だ
、
片
付
け
な
ど
自
分
の
役
割
が
決
め
ら

れ
て
い
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、

地
域
の
活
動
に
は
非
常
に
よ
く
参
加
し
て

お
り
、
密
接
な
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
家
庭
や
地
域
で
の
役
割
を
も
た
せ

る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
存
在
価
値
を
認

識
し
、
自
尊
感
情
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
や
地
域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
思

い
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

学
習
意
識（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
）

　

学
習
が
将
来
社
会
で
役
立
つ
と
い
う
意

識
は
、高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

将
来
の
自
分
た
ち
の
生
活
を
意
識
さ
せ
る

工
夫
や
学
習
へ
の
意
欲
を
も
た
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

今
後
に
向
け
て

　

知
識
や
情
報
、
技
術
が
重
要
性
を
増
す

現
在
、子
ど
も
た
ち
は「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」を
兼
ね
備
え
た

「
生
き
る
力
」を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
、手
を
携
え
て
、子
ど
も
に
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育は

ぐ
く

む
た
め
に

「
篠
山
市
学
習
・
生
活
実
態
調
査
」「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」 

問
い
合
わ
せ　
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CATV自主制作番組
3月の放送日と内容

文字放送：9:50、13:50、20:50からそれぞれ10分間
映像放送：10:00、14:00、21:00からそれぞれ30分間

放送日＝Part4　1日（土）～8日（土）
　　　　Part5　9日（日）～15日（土）
内　容＝ 2008年2月3日に行われた第19回「丹波篠山ビ

デオ大賞」応募作品の中で、惜しくも選考外となっ
た未公開の力作を引き続き放送します。

●第19回「丹波篠山ビデオ大賞」応募作品集

篠山市発…

「酒
さか

井
い

貞
さだ

子
こ

人材育成基金」を
設置しています
　篠山市では、「酒井貞子人材育成基金」を設
置しています。この基金は、酒井彌

わたる

さん（今
田町今田新田）から寄付いただいた資金を積
み立てたものです。市の将来を担う個人や
団体が、地域社会に貢献する目的で行う産業
振興や社会問題解決などの研究、実験、実
践活動を支援します。
　支援を受けようとされる方は、2人以上の
推薦人のある推薦調書とともに、所定の書類
でお申し込みください。審査会で審査の上、
総額100万円を限度に補助金を交付します
（うち今年度1件採択済）。詳細はお問い合わ
せください。
■問い合わせ　まちづくり課☎552-1118

「丹波篠山インターネットTV　」放送中!!　
http://edu.city.sasayama.hyogo.jp/video/index.html

人 

権

　

篠
山
市
で
は
、「
人
権
啓
発
講
座
・

講
演
」を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

今
田
校
区
研
究
大
会
で
は
、
川か

わ

口ぐ
ち

泰や
す

司し

さ
ん（
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
）に
、
テ
ー
マ「
差

別
っ
て
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
？
」

で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
口

さ
ん
は
中
学
３
年
生
の
と
き
、
識
字

学
級
の
お
ば
あ
さ
ん
の「
部
落
と
い

う
こ
と
を
恥
じ
と
り
ゃ
せ
ん
か
い
」

と
い
う
差
別
の
本
質
に
ふ
れ
る
言
葉

を
聞
い
て
、本
格
的
な
活
動
を
開
始
。

川
口
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
お
姉

さ
ん
の
表
彰
状
を
飽
き
る
こ
と
な
く

眺
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
識
字
の

現
実
と
差
別
性
を
強
く
意
識
さ
れ
た

と
い
う
お
話
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上う

え

杉す
ぎ

聡さ
と
し

さ
ん（
日
本
の
戦

争
責
任
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

の「
部
落
史
を
学
び
な
お
す
」の
講
演

で
は
、
収
集
・
分
析
さ
れ
た
膨
大
な

資
料
を
１
つ
１
つ
分
か
り
や
す
く
解

説
。
竜

り
ょ
う

安あ
ん

寺じ

の
石
庭
や
能
楽
な
ど
、

日
本
古
来
の
芸
術
や
文
化
も
抑
圧
さ

れ
て
い
た
皆
さ
ん
の
手
で
完
成
さ
れ

た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
の
皆
さ
ん
の
話
に
共
通
し
て

い
た
の
は
、
差
別
さ
れ
た
側
の
心
に

残
る
傷
は
決
し
て
浅
く
は
な
く
、
差

別
を
し
た
側
に
も
心
に
大
き
な
傷

が
残
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
講
演

を
聴
い
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

に
現
実
に
あ
る
、
知
識
と
実
践
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

篠
山
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

よ
う
な
講
座
・
講
演
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
９
０
‐
８
４
１
０

人
権
の
講
演
を
聴
い
て

文
化
・
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
た
10
人
・
４
団
体
を
表
彰

平
成
19
年
度
三み

宅や
け

剣け
ん

龍り
ゅ
う

賞
・
み
ど
り
賞 

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
（
☎
５
５
２
‐
５
７
０
９
）

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金 

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
（
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３
）

　

現
在
、
未
統
合
の
基
礎
年
金
番
号
の
記

録
と
被
保
険
者
を
照
合
す
る
た
め
、
社
会

保
険
庁
か
ら
順
次「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
、
年
金
受
給
者
や
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す（
下
表
）。中
で
も
、

平
成
20
年
３
月
ま
で
に「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」が
届
い
た
方
は
、
基
礎
年
金
番
号
と

ご
本
人
の
記
録
が
、
結
び
つ
い
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
が「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
は
、
過

去
の
職
歴
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
間

違
い
が
な
い
か
を
ご
確
認
の
上
、
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。
住
所
や
氏
名
を
変
更
さ

れ
た
方
は
、
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の
回
答
方
法
な
ど

で
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

必
ず
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
）ま
た

は
西
宮
社
会
保
険
事
務
所（
☎
０
７
９
８

‐
３
３
‐
１
２
８
５
）、
市
役
所
国
保
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市政レーダー

三
宅
剣
龍
賞

雪ゆ
き

岡お
か

笑え

美み

子こ

さ
ん（
大
山
下
）

　
「
吟ぎ

ん

道ど
う

哲て
つ

山ざ
ん

流り
ゅ
う

興こ
う

風ふ
う

吟ぎ
ん

詠え
い

会
」の
上
席
師

範
。
自
宅
で
教
室
を
開
く
か
た
わ
ら
、
文

化
祭
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る

竹た
け

内う
ち

寿す

美み

江え

さ
ん（
西
新
町
）

　
「
篠
山
文
化
教
室
」の
役
員
を
歴
任
。
展

示
発
表
に
積
極
的
に
参
加
し
、
手
芸
の
分

野
で
文
化
活
動
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る

太た

野や

垣が
き

敏さ
と
しさ
ん（
佐
貫
谷
）

　
「
城
東
囲
碁
同
好
会
」や
城
東
文
化
協
会

の
役
員
を
歴
任
。
日
置
小
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
で
指
導
を
さ
れ
る

森も
り

口ぐ
ち

朝あ
さ

恵え

さ
ん（
川
阪
）

　
「
西
紀
音
頭
保
存
会
」の
役
員
を
歴
任
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
画
し
、小
・

中
・
高
等
学
校
で
茶
華
道
も
指
導
さ
れ
る

酒さ
か

井い

香か

津つ

美み

さ
ん（
藤
ノ
木
）

　
「
東
部
手
芸
教
室
」や
東
雲
文
化
協
会
の

役
員
を
歴
任
。
福
住
ス
ポ
ー
ツ
21
や
老
人

介
護
施
設
で
手
芸
を
指
導
さ
れ
る

竹た
け

中な
か

富ふ

士じ

子こ

さ
ん（
今
田
町
今
田
）

　

茶
道
裏
千
家
流
の
専
任
講
師
資
格
を
取

得
。「
淡た

ん

交こ
う

会
神
戸
第
１
支
部
」で
活
動
し
、

今
田
中
学
校
で
茶
道
を
指
導
さ
れ
る

み
ど
り
賞

丹
南
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

県
新
人
大
会
で
２
年
連
続
で
ベ
ス
ト

３
。
近
畿
地
区
中
学
生
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
は
第
４
位
に
入
賞
さ
れ
る

西
紀
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

県
新
人
大
会
で
準
優
勝
。
同
大
会
優
勝

チ
ー
ム
と
合
同
で
、
３
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
る

篠
山
産
業
高
等
学
校
・
丹
南
校
生
徒
会

　

Ｊ
Ｒ
南
矢
代
駅
の
ホ
ー
ム
や
田
松
川
な

ど
の
環
境
保
全
活
動
を
行
う
。
丹
波
並
木

道
中
央
公
園
の
植
樹
祭
で
も
活
躍
さ
れ
る

篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校・イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
和わ

寿じ
ゅ

園え
ん

」で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
。
無
農
薬
野
菜
の

寄
付
や
異
文
化
交
流
も
行
わ
れ
る

岸き
し

本も
と

英え

里り

加か

さ
ん（
篠
山
養
護
・
高
３
年
）

　

県
障
害
者
の
じ
ぎ
く
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

２
０
０
㍍
走
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出

場
。
生
徒
会
会
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
る

酒さ
か

井い

紘ひ
ろ

人と

さ
ん（
篠
山
鳳
鳴
高
校
３
年
）

　

近
畿
高
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門
Ａ
級

個
人
戦
で
優
勝
。
同
校
将
棋
同
好
会
の
立

ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ
る

中な
か

澤ざ
わ

良り
ょ
う

輔す
け

さ
ん（
篠
山
鳳
鳴
高
校
２
年
）

　

県
高
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門
Ａ
級
個

人
戦
で
準
優
勝
。
全
国
高
校
文
化
連
盟
新

人
大
会
に
２
年
連
続
で
出
場
さ
れ
る

三み

原は
ら

萌も
え

さ
ん（
篠
山
鳳
鳴
高
校
２
年
）

　

全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
阪
大

会
・
フ
ル
ー
ト
部
門
高
校
の
部
で
第
３
位
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
で
も
活
躍
さ
れ
る

　

芸
術
・
文
化
の
高
揚
と
教
育
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
を
讃た

た

え
る
三
宅
剣
龍

賞
・
み
ど
り
賞
の
受
賞
者
を
招
い
て
２

月
11
日
、
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
10
人
と
４
団
体

の
皆
さ
ん
で
す
。

「ねんきん特別便」の送付スケジュール
送付時期 対象者

平成19年12月～
平成20年3月

未統合の記録と氏名・性別・生年
月日の一部またはすべてが一致
する方

平成20年
4月～5月

すでに年金を受け取られており、
未統合の記録がないと思われる
方

平成20年
6月～10月

現在年金へ加入されており、未
統合の記録がないと思われる方

※送付時期などは変更になる場合があります。

放送日＝前編　16日（日）～23日（日）
　　　　後編　24日（月）～31日（月）　　　　　
内　容＝ 2008年1月30日に行われた総会の模様を2回に

分けて放送します。前編は、名誉会長に就任され
た河

かわ

合
い

雅
まさ

雄
お

さんの講演
「原風景としての街・篠
山」の様子。後編は、事
業内容や今後の方向性、
ロゴマークなどの発表・
説明などの様子。

●丹波篠山築城400年祭実行委員会設立総会

12丹波篠山 Hyogo13 丹波篠山　2008.3
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市政レーダー

「
文
珍
さ
ん
に
お
願
い
！
」

ふるさと
いちばん

市長の ・とーくH
ほっと

OT

篠山市ホームページでもいろいろなまちの話題をお届けしています。

「さわやかトークin丹波」（2月10日）
　井

い

戸
ど

敏
とし

三
ぞう

兵庫県知事と地元の皆さんが語り合う「さ
わやかトークin丹波」（畑地区）が、みたけ会館（瀬利）
で行われました。地元で活動している5団体の代表
が、これまで実践してきた取り組みを紹介。井戸知
事に、まちづくりに寄せる熱い思いを伝えました。

第19回「丹波篠山ビデオ大賞決勝大会」（2月3日）
　第19回「丹波篠山ビデオ大賞決勝大会」が、たんば
田園交響ホールで行われました。この日上映された
のは、全国から応募された111作品の中から選ばれ
た18作品。見事、ビデオ大賞に輝いたのは、洲本高
校放送部（三

み

浦
うら

葉
は

月
づき

部長）の皆さんでした。

第5回「いのしし祭」（1月26日）
　第5回「いのしし祭」が、篠山城跡周辺で行われまし
た。いのししの丸焼きや地元特産品などが販売され、
観光客らは、いのしし肉を使ったさまざまな料理に
舌鼓。「ドドドいのしし猛レース」では、元気ないのし
しが駆け抜け、会場は大いに盛り上がりました。

まちの話題

　

篠
山
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
来

年
度
は「
ふ
る
さ
と
篠
山
へ
帰
ろ
う
住

も
う
」や「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」、「
築
城

４
０
０
年
祭
」な
ど
の
、
ふ
る
さ
と
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
だ
け
で

な
く
、
篠
山
出
身
者
や
篠
山
フ
ァ
ン

に
呼
び
掛
け
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
交

流
し
、
篠
山
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で「
ふ
る
さ
と
納
税
」も
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
事
業
に
取
り
組
む
に

は
、
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る「
ふ
る
さ

と
応
援
団
長
」が
必
要
。
こ
れ
を
誰
に

頼
も
う
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
篠
山

出
身
者
で
ふ
る
さ
と
篠
山
を
声
高
ら

か
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
人
と
い
え
ば
…
そ

う
！
桂か

つ
ら

文ぶ
ん

珍ち
ん

さ
ん
。
早
速
、
大
阪
で

文
珍
さ
ん
に
出
会
い
、
応
援
団
長
就

任
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、「
だ
ん
ち
ょ

う
」の
思
い
で
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
篠
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

桂
文
珍「
ふ
る
さ
と
応
援
団
長
」の
も

と
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課

　

☎
５
５
２
‐
５
１
０
９

　

日
ご
ろ
、
各
自
治
会
や
団
体
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
環
境
美
化
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
美
化
活

動
の
一
方
で
、
空
き
缶
や
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
、
犬
の
ふ
ん
害
や
お
し
っ
こ
の
苦
情
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
篠
山
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」で

は
、清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ご
み
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
、
飼
い
犬
な

ど
に
よ
る
ふ
ん
害
の
禁
止
の
ほ
か
、
悪
質

な
違
反
者
へ
の
罰
則
規
定
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
条
例
を
み
ん
な
で
守
り
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

空
き
缶
や
空
き
瓶
、
そ
の
他
の
飲
料
を

収
納
し
て
い
た
容
器
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
、

ガ
ム
の
か
み
か
す
、
包
装
紙
、
収
納
袋
、

印
刷
物
な
ど
、こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
、

回
収
容
器
や
ご
み
箱
な
ど
の
所
定
場
所
以

外
に
み
だ
り
に
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ふ
ん
を
し
た
ら
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
は
、
飼
い
犬
な
ど
の
ふ
ん
を
処

理
す
る
た
め
の
用
具
を
携
行
し
、
飼
い
犬

な
ど
が
公
共
の
場
所
で
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
公

園
な
ど
の
砂
場
で
は
ふ
ん
を
さ
せ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。砂
場
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、

動
物
が
も
つ
細
菌
な
ど
が
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
お
し
っ
こ
の
苦
情
も
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
犬
の
ふ
ん
や
尿
の
後
始
末

は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
飼
い
主
１
人
ひ

と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
と
動
物
が
お

互
い
に
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

条
例
の
罰
則
規
定

　

右
記
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
場

合
、
市
か
ら
書
面
で
勧
告
や
命
令
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ

な
い
悪
質
な
違
反
者
に
は
、
住
所
や
氏
名

の
公
表
を
行
っ
た
り
、
罰
金
を
科
し
た
り

し
ま
す
。
し
か
し
、
罰
則
を
適
用
す
る
の

が
、こ
の
条
例
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
清
潔
な
ま
ち

づ
く
り
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
本
当
の
目
的
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」は
大
雨
警
報

の
発
表
中
、
特
に
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
く
な
っ
た
と
き
に
、
兵
庫
県
と
神
戸
海

洋
気
象
台
が
共
同
で
発
表
す
る
警
戒
情
報

で
す
。
た
く
さ
ん
雨
が
降
り
土
砂
崩
れ
や

土
石
流
な
ど
が
、
非
常
に
起
こ
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
情
報
は「
篠
山
市
に
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
」な
ど

と
、
市
町
を
特
定
し
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

発
表
方
法

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
速
報（
電

子
音
と
文
字
で
発
表
さ
れ
ま
す
）

さ
さ
や
ま
デ
カ
ン
シ
ョ
防
災
ネ
ッ
ト
の
緊

急
気
象
情
報
メ
ー
ル（
発
表
と
ほ
ぼ
同
時

に
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
）　

※
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
方
法
は
防
災
課
ま
で
。

見
聞
き
し
た
と
き
の
対
応

　

こ
の
情
報
を
見
聞
き
し
た
場
合
、ま
ず
、

周
囲
の
斜
面
な
ど
の
状
況
を
確
認
し
て
、

危
険
を
感
じ
た
ら
自
ら
の
判
断
で
避
難
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、こ
の
情
報
は
、

市
役
所
が
皆
さ
ん
に
避
難
を
呼
び
掛
け
る

（
避
難
勧
告
な
ど
）タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り

ま
す
。
避
難
の
呼
び
掛
け
を
聞
い
た
場
合

は
、
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
す
る
場
所

　

ま
ず
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
低
い

と
思
わ
れ
る
家
族
や
親
類
、
知
人
の
家
へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
家
が
な

い
場
合
は
、自
治
会
長
さ
ん
に
相
談
し
て
、

公
民
館
な
ど
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
は
、
自
ら
の
食
事
や
寝
具
な
ど
の

生
活
用
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
公
民

館
自
体
も
土
砂
災
害
で
被
災
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所（
☎
５
５
２
‐

１
１
１
１
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

注
意
点

　

土
砂
災
害
は
、
こ
の
情
報
の
発
表
や
市

か
ら
の
避
難
の
呼
び
掛
け
が
な
く
て
も
、

場
所
に
よ
っ
て
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
周
囲
の
斜
面
な
ど
の
状
況
に
は
常
に

注
意
を
払
い
、
普
段
と
異
な
る
状
況（
土
砂

や
め
よ
う 

ご
み
の
ポ
イ
捨
て 

持
ち
帰
ろ
う 

犬
の
ふ
ん

環
境
美
化 

問
い
合
わ
せ　

市　

民　

課
（
☎
５
５
２
‐
５
２
４
２
）

避
難
を
判
断
す
る
た
め
の
新
し
い
情
報
を
発
表

土
砂
災
害
警
戒
情
報 

問
い
合
わ
せ　

防　

災　

課
（
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６
）

桂文珍さんと

災
害
の
前
兆
現
象
な
ど
）に
気
が
付
い
た

と
き
は
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
、
市

役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
い
ざ

と
い
う
と
き
、
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
周
囲
の
危
険
個
所
や
安

全
な
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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